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北大農邦文紀要 16(4): 353-358， 1989 

ギョウジャニンニクの植物学的性状に関する研究

(第 2報)種子の発芽について

金津俊成・八鍬利郎

(北海道大学長学部果樹説菜園芸学講座)

(平成元年5月18日受理)

Studies on Botanical Characteristics of Gyoja-nin・niku

(Allium victorialis L. SSp. platypl.り，llumHult.) 
II. On the germination of seeds 

Toshinari KANAZAWA and Toshiro YAKUWA 

(Labor瓦toryof Horticulture， Faculty ofAgriculture， 

Hokkaido Urtiversity， Sapporo 060， .Tapan) 

1.緒 言

ギョウジャニンニクの栽取に当っては徹子による繁殖

法の確立が望まれる。しかし，種子については一般に他

のネギ属植物に比べて発芽速度が遅く発芽率も低しのこ

とが知られている。したがって本線ではギョウジヤニン

ニクの実生繁殖法の確立を目的として，その基礎となる

積子の発芽について検討を行った。

1I. 材料及び方法

1 種子の熟度と発芽カの関係

材料は北海道大学附属農場に栽値しであるギョウジャ

ニンニクの成株を用いた。 1987年 6月10日に人工綬粉

を行い， 7月3日， 17日， 29日及び8月4日の 4回に分

けて採徴した極子を発芽試験に供試した。

発芽試験は径9cmのシャーレを用い，ろ紙に 50粒ず

つ播種し， 2)文復を設け， 20
0

C Il首所の条例下で嬬種後60

日まで経時的に発芽率を調査した。

また種子の熟度に伴う物理的変化をまnるために，，*突

を経附的にランダムサンプリングし，形態的観察を行う

ほか種子の硬度，ii&i.砕荷重，果;皮の色及び種皮の色につ

いて調査を行った。種子のi民度及び破砕荷重の測定には

レオメーター(不動工業 NRM-2002.T~リ)を使用し，種

子の硬度は積子に 0.5mmの歪みを与えた時の荷重苦表

した。また破砕荷重は最大2kgの荷重を加えた状態で

破砕のみられなかった種子の割合を%で示した(テーブ
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Jレスピード 60mmfmin)。

2 種子の発芽に及ぼす光及び温度条件の影響

材料は 1988年 8月上旬に北海道門別町より採種した

光熱種子(以下 1988年の種チと日告)を供試した。光条件

は明所 (16時間日長， 2，5001x)及び暗所とし， rMt度条件

は10，15， 20， 25， 300C (但し 300Cは暗所のみ)の計9区

を設けた。発芽試験の方法は1.と同様とした。

3. 種子の発芽に及ぼす低温，高温及び変温の前処理の

影響

材料は1987年8月上旬に北海道鵡川町より採種し 50C

恒瓶室内でがJl年間貯蔵した完熟種子(以下1987年の種

子と略)及び 1988年の種子を供試した。温度条件は， 0， 

10， 30
0Cの恒温及び 150Cと250Cを12時間ずつ交互に

与えた変瓶で、各々 10，20， 30日間前処理した後に， 200C 

11青所に移し，各区とも処理開始後60日目に発芽率を調

査した。また，各前処理に用いた瓶度を60日間続けた

|玄及び20
0
C継続の区も設けて前処理区と比較した。

4. 種子の発芽に及ぼす薬品処理の影響

材料は1987年の種子を用いた。供試した薬lfllはKN03

(0.2%)，ジベレリン (25，50， 100， 200 ppm)及びBA(10， 

100 ppm)で，種子を 1日浸首長した後に 200C11古所で発芽

試験を行った。

5. 圏場に取り播きした種子の発芽

材料は 1988年の種子を用いた。 1988年8月10日に北

海道大学附l奇農場疏菜園に播種し，発芽と第 1~主の出葉

について観察を行った。試験区は50cmx50cmの矯種
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J受粉後40EISt:[には二f房/¥il(;1~VO の色がほとんど茶色に

変色し，授粉50日後には栄皮全体が茶色になって裂開

し，黒色の種子ーが露出した。

続皮の色は，鶴子の肥大が終る頃まで白色であったが

熟度がすすむにつれ茶色に変化し，授粉後30日頃まで

にはすべてよ，I~色となった。

種子の硬度は授粉後30日頃までは 110gfと小さくほ

ぼ一定であったが，その後急激に土台大し，授粉50日後

には680gfに達した。同様の変化は破砕荷重でもみら

れ，破砕荷重2kg以上の種子数は種子の熟度の進行と

ともに増加し，授粉50日後には100%に達した。特に

J受粉後35日-40日にかけては，破砕荷量2kg以上の経

子数の増加が者しかった。
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ばに， j 浴車Ifil泣 400 粒を1，~iíちとしてその 3 倍及び 10 倍と

し， j番き方は散指と刷:1[1届lOcmの条幡(揃種量400粒の

区のみ)の合計4区を設けた。 なお，この調夜ではJ需主主

後同場が乾燥しないように適J1泌i水し，地上部に子葉の

現れた(，聞やfを発芽とみなした。

結果及び考察

種子の熟度と発芽力の関係

a. 種子の熟度に伴う硬度と色の変化

Fig.1に種子の成熟に伴う硬度，破砕荷量，*皮の色

及び種皮の色の経時的変化を示した。

開花時に淡緑色であった子房部の色は授粉後30日頃

から徐々に波紋色に変った。また，この時期に子房;"，ilの

表面には光沢がみられ，子房部の肥大はほぼ完了した。

llI. 

354 

1. 

m 

一一一一一ート1-< 以十一一一一一一一一一一一一
山川口pgrpcn 叩 p宮町叩 bc川、 hrowtl

Cololr of町 C(IS 一一一叫4
，，"hitc，lmH¥νhlack  

Fig. 1. Changes of hardness of seeds in maturing stage. 

Perceniage of seeds in which pressure of crush exceeded 2 kg 

〆ト…

o Hardncss of seeds 

• Pressure of crush Z 

には発芽;，f(が48.2%であった。 7月29日採種(授粉後

49日)のほぼ完熟した種子は播種後35日頃から発芽し，

揺穫後60日の発芽率は80.3%であった。 また8月4日

採種(授粉後55日)の完熟種子は，播種後30日頃から発

芽しはじめ，播種後60日には発芽率が85.0%に達した。

このように， 7月29日及び8月4日採極の完熟徹子で

は帰艦後30-40日で発芽率の憎加が著しいのに対し， 7 

月17日採種の種子では播種後45日以降から発芽率の士得

力日が認められたことから，ギョウジャニンニクの犠子は

熟度がすすむにつれ発芽勢も高まることが明らかとなっ

た。同様の結果は他の作物でも認められ2)，小)1[3)はタ

マネギ紐子の脹やIl.f乳の発育と発芽率が密桜に関係して

b. 種子の発芽

種子はシャーレに置床後， 1-2日でふくらみ吸水は完

了したと思われたが，手話芽開始までにはがHか月を要し

た。ろ紙上における発芽過程は Fig.2に示すとおりで

あった。

種子の発芽率は種子の熟度のちがし、により切らかな差

が認められた (Fig.3)。すなわち7月3日採続(授粉後

23日)の未熟種子では， j喬種後60日までには全く発芽

は認められなかった。 J蚕種後 62日にわずかに発芽した

が，播種後70日で発芽率は4.0%と低しそれ以後発芽

は認められなかった。 7月17日採種(授粉後 37日)の

種子では括種後40日頃から発芽が認められ括極後60日



金津・八鍬: ギョウジャニンニクの種子の発芽

噌ーす

A B C D E 

Fig. 2. Process of the germination of seeds. 

A: 1 week after germination E : 6-8 weeks after germination 

B : 2 weeks after germination r: radicle 

C : 3 weeks after germination co: cotyledon 

D : 4 weeks after germination 丑:the五rstleaf 
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Effect of the stage of maturity on the germination of seeds. 

Table 1. Effect of light and temperature 

on the germination of seeds Z 
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種子の物理的要因による不発芽の原因としては硬実が

あげられるが， Fig.1に示したようにギョウジャニンニ

クの種子は，硬度がピークに達する完熟期に，発芽率が最

も良好であった。したがってギョウジャニンニク種子の

発芽率が低い原因としては便実であるとは考えにく¥..?o 

2. 種子の発芽に及ぼす光及び温度条件の影響

Temperature 
Percentage of germinationY 

(%) 

Table 1に示したように発芽率は200Cで最も高く，

250C， 150Cの順となり， 100C及び300Cでは播種後60

日までに発芽は認められず，それ以後も発芽はしなかっ

た。このことからギョウジャニンニク種子の発芽温度は

15-25
0Cの範囲と推定された。また光条件については

明所に比べて暗所が良好であった。今回の試験では250C

暗所では200C暗所と大きな差は認められなかったが，

(OC) Light 

10 。
15 3 

20 28 

25 。
30 ー_X

Z Produced in 1988 

Y 60 days after incubation 

x No test 

Dark 

O 

5 

56 

50 

。
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その後の観察では250Cでの発芽率は増加せず20
0
Cでは

発芽率が増加する傾向が認められた。青葉4)によればニ

ラ， リーキを除くネギ属植物の種子は一般に休眠に入ら

ないことを述べている。また種子の発芽適温は15-200C

と他の植物に比べて低く，不適当な温度での不発芽の種

子は，発芽適温に移すことで発芽率が回復することも指

摘している。高樹5)はギョウジャニンニク種子の発芽試

験の結果から発芽温度としては 170Cと210Cが良好で

あったことを報告しており，光条件についても暗発芽性

があることを述べている。

以上の報告は筆者らの結果ともほぼ一致し，ギョウジ

ャニンニク種子の発芽温度は200C附近が適温と考えら

れ，明所に比べて暗所が発芽には適していると考えら

れた。

3. 種子の発芽に及ぼす低温，高温及び変j昆の前処理の

影響

Table 2に示すように 300Cの高温処理を 20日以上行

うことによりその後20
0Cにもどしてからの発芽率が最

初から 200Cに置いた場合よりはるかに高まり，逆にOOC

及び10
0

Cの低温処理では発芽率が著しく低下した。 ま

Table 2. E妊ectof pre-treatment at low 

and high temperature on the 

germination of seeds 

(1987， 60 days after incubation) 

Period of 
treatment 

Percentage of germination (%) 

Temperature of pre-treatment Cont. 

(day) 
。OC 100C 300C 15日 250C 200C 

60. ， 0 O O 8 23 (continuation) 

10 5 O 32 32 

20 。 O 35 44 

30 。。 42 54 
(1988， 60 days after incubation) 

Percentage of germination (%) 
Period of 
tr~-;t-~e;;'t Temperature of pre-treatment Cont 

(day) 
。oC lOoC 300C 15+->250C 200C 

60 ，0 O O 17 23 (continuation) 

10 8 2 43 48 

20 1 O 62 74 

30 。。 61 90 

た 15
0
Cと250Cの12時間ごとの変温処理では 300Cの高

温処理より更に前処理の効果が大きく， 30日間の変温処

理後20
0
C30日で 1988年の種子では発芽率が90%に達

した。しかし，前処理の温度をそのまま 60日間継続し

た場合は対照区 (20
0C継続)におけるより発芽率が極め

て低かった。高樹5)はギョウジャニンニタ種子の発芽を

促進するために，高温前処理を2週間することや変温処

理が有効であることを報告している。中村6)は高温処理

の有効な理由として，高温により発芽抑制物質の分解が

促進されることを述べている。また同氏はリンゴの休眠

種子は吸水状態で350Cに35日間置くことで隆は発芽で

きるようになったことも報告している。

ギョウジャニンニク種子が発芽するまでに 30日以上

かかることが休眠によるものか否かは今後更に検討を裂

するところであるが，高温処理または変組処理を 20日

以上行うことは今後実際に利用できる極めて有効な前処

理法と言い得る。

4. 種子の発芽に及ぼす薬品処理の影響

ギョウジャニンニク種子の発芽が遅いことより，休眠

打破に一般に用いられるジベレリン処理やBA，KN03 

などの薬品処理を行った。その結果ジベレリンにより発

芽率がわずかに増加する傾向がみられたが，その効果は

温度処理に比べて顕著ではなかった。また処理濃度によ

る大きな差も認められなかった (Tabel3)。

Table 3. Effect of chemicals on the 

germination of seeds 

(1987， 60 days after incubation) 

Treatment 
Percentage of 
germmatlOn 

Cont. (Water) 

KN03 (0.2%) 

GA ( 25ppm) 

( 50ppm) 

(100ppm) 

(200ppm) 

BA ( 10ppm) 

(100ppm) 
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5. 園場に取り播きした種子の発芽

Fig.4に圃場に取り播きした場合の発芽の経過のー例

を示したが，その他の区もほぼ同様の発芽経過を示し，

播種密度や散播と条播との明瞭な差は認められなかっ

た。すなわち，各区とも播種後40日頃から発芽が認め
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Maximum， average and minimum temperature in the experimental stage， 

播きした場合は丁度種子の発芽特性に適した温度条件に

近く，そのためにかなりの発芽が認められたと考えられ

る7)。また越冬後に発芽個体の増加が認められ， この傾

向は播種量が多い区においてより明瞭で，区により 80-

90%またはそれ以上の発芽を認めることもできた。 Fig，

7はその一例を示したものである。なお，園場に播種し

た場合は越冬前には第1薬の出葉がみられず，翌春第1

Fig. 6. 

られ，播種3か月後には約60%の発芽が認められた

(Fig， 5)0この期間の気温の変化は Fig.6に示すとおり

で 8月の高温を経過した後に9月になり発芽適温に近

い温度域に達したことと，昼夜の変温による影響が発芽

に効果的に作用したものと考えられた。すなわち 3.の

結果で表されたように，ギョウジャニンニク種子の発芽

には高温処理や変温処理が有効であるが，北海道で取り
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Fig. 7. Seedlings grown in the plot of dense 

sowing -a111eaves are 1st leaves elon-

gated in springー

葉が伸長した。一般にギョウジャニンニタの発芽は難し

いといわれているが，実際に発芽試験を行ってみると条

件さえ良ければ80-90%またはそれ以上の発芽が認め

られ，実用上十分に種子繁殖で栽培できることが立証さ

れた。ただ， 他のネギ類の発芽が12-14日で揃うのに

対して，ギョウジャニンニクの発芽は置床後約1か月頃

から始まり，発芽が揃うまでには40-50日を要する。

今後発芽回数を短縮する方法について更に検討する必要

があると思われる。

IV.摘要

ギョウジャニンニク種子の発芽について 1987-1988

年にわたり調査を行った。

1. 種子の成熟に伴って種子硬度が増大し，完熟種子

では680gfの硬度に達した。

2. 種子の熟度が進むにつれて発芽率が高まり，完熟

期の種子が最高の発芽率を示した。

3. 種子の発芽温度は 15-250Cの範閤と推定され，

発芽率は20
0
Cで最も高かった。 また発芽には暗発芽性

が認められた。

4. 種子の発芽には200Cに保つ前に300Cの高温前処

理及び15
0
Cと25

0
Cの12時間ごとの変温処理を20-30

日間行うことが極めて有効であった。

5. 種子発芽に及ぼす薬品処理の影響については，ジ

ベレリンにより発芽率がわず‘かに増加したほか顕著な効

果は認められなかった。

6. 前記の種子の発芽条件は取り播きを行った場合に

得られやすく，実際圃場における発芽試験でも越冬前に

かなり高い発芽が認められた。
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Summary 

The germination of seeds of Gyoja-nin-niku (Al-

1 ium 7Jictorialis L. ssp・platyphyllumHult.) were 

observed from 1987 to 1988. 

The experimental results are summarized as fol-

lows: 

1. The hardness of seeds increased gradually 

with maturity of seeds and the hardness of fully 

matured seeds was 680 gf. 

2. Germinating p~rcentage of seeds increased 

gradually with the stage of maturity and was max-

imized in fully matured seeds. 

3. It appears that the optimum temperature for 

germination of seeds is 150C_250C. Germinating 

percentage of seeds was the highest at 200C and it 

was more readily germinated in the dark than in 

the light 

4. It was indicated that previous treatments， 

namely high temperature (30oC) or alternating tem-

perature for 20-30 days before incubation at 20oC， 

were exceedingly effective in the germination of 

seeds. 

5. The infl.uence of chemicals on the germina-
tion was not effective except that the application 

of gibberellin was slightly effective. 

6. Practical germinating percentage of seeds 

sown immediately after harvest in the五eldwas 

very high before winter， because the temperature 

of summer and autumn in Hokkaido coincide with 

the optimum conditions for germination. 


